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芸
門
徒
の
動
向

柴

田

章

延

一

広
島
藩

の
特
微
的
な
宗
教
政
策
と
し
て
、
安
芸
門
徒

へ
の
対
応
を
あ

げ
る
事
が

で
き
る
。
藩
下
に
於
け
る
安
芸
門
徒
の
占
め
る
割
合
は
、
住

民
の
50
～

60
%
で
あ

っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

本
稿

で
は
、
広
島
県
安
芸
郡
音
戸
町
に
在
る
、
法
専
寺
に
保
管
さ
れ

て
い
る

『善
行
寺

一
件
』
よ
り
、
安
芸
門
徒
の
動
向
と
藩

(奉
行
所
)

の
対
応
を

み
て
行
き
た
い
と
思
う
。

二

浄
土
真
宗
法
専
寺
は
、
天
文

一
六
年
、
毛
利
元
就
の
妄
腹
元
為
が
、

広
島
城

の
見
張
所
を
兼
ね
て
建
て
た
と
云
う
由
緒
を
持

つ
。
此

『善
行

寺

一
件
』

の
他
に
、

『順
覚
寺

一
件
』
な

ど
、
多
数
の
文
書
史
料
を
有

す
る
。
史
料
が
保
管
さ
れ
て
い
た
状
態
は
、
茶
箱
の
中
に
他
の
文
書

・
絵
図

等
と
と
も

に
入
れ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
茶
箱
自
体
が
ご
く

最
近
の
物
で
あ
り
、
又
、
茶
箱
に
入
れ
ら
れ

た
後
も
何
度
か
出
し
入
れ

さ
れ
た
様
子
が
あ
る
事
か
ら
、
文
書
の
原
秩
序
は
著
し
く
乱
さ
れ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。
尚
、
原
形
態
の
保
存
は
全
般
に
良
好
で
あ
る
。

『善
行
寺

一
件
』
は
、
縦
b。G。
oヨ
横
。。
・㎝
oヨ
、

39
頁
か
ら
な
る

一
冊
物

で
あ
る
。
表
題
に
あ
る
善
行
寺
と
は
、
法
専
寺
と
同
じ
瀬
戸
島
村
に
在

り
、
天
文
二
年
、
天
海
に
よ
る
開
基

で
、
天
正
十

一
年
に
浄
土
真
宗
に

改
宗
し
て
い
る
。

一
当
春
被
仰
付
候
焼
香
之
儀
、
住
門
徒
よ
り

一
住
二
相
心
得
、
焼
香
仕
候
処

二、

右
之
被
仰
付
相
省
候
段
、
不
届
二
思
召
候
旨
誤
申
候
。
向
後
法
専
寺
拙

僧
出
合
之
節
者
、
先
観
之
通
二
可
仕
候
。
為
其
如
此
御
座
候
以
上
。

宝
永
六
年

善
行
寺

丑
極
月
八
日

品
勝
寺
殿

浄
満
寺
殿

実
相
寺
殿

こ
れ
は

『善
行
寺

一
件
』
の
冒
頭
の
部
分

で
あ
る
が
、
こ
れ
に
依
る
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九

二

と
、
善
行
寺
と
法
専
寺
の
間
に
、
焼
香
導
師
を
め
ぐ

っ
て
争
い
が
起
こ

っ
た
事
が
判
る
。
さ
ら
に
、

…
鴇:
右
出
合
之
儀
二
付
、
村
内
二
茂
且
那
寺
善
行
寺
へ
頼
申
度
由
申
出
候
。…

と
云
う
、
差
出
人
は
惣
門
徒
中
、
受
取
人
は
光
福
寺

(善
行
寺
の
本
寺
)

の
書
簡

の
写
し
が
続
く
、
こ
こ
で
は
、
門
徒
は
善
行
寺
の
側
を
支
持
し

て
い
る
様
子
が
判
る
。
こ
の
動
き
を
う
け
、
仏
護
寺

(法
専
寺
の
本
寺
)

は
郡
奉
行

へ
申
出
る
こ
と
に
な
る
。

覚

安
芸
郡
瀬
戸
嶋

一
当
嶋
真
宗
道
場
知
周
寺
役
之
儀
二付
、
吟
味
之
節
御
座
候
而
、
右
之
筋
相

済
申
候
造
者
、
知
周
寺
役
相
勤
不
被
申
候
様
二
と
、
佛
護
寺
6
被
指
南
申
候
。

右
之
筋
相
済
申
候
造
者
、
知
周
勤
方
渡
子
嶋
道
場
梅
親
相
勤
被
申
候
様
二
与
、

申
参
候
。
右
之
筋
、
佛
護
寺
よ
り
御
役
所
様
江
、
申
出
被
致
候
様
二
与
申
参

候
二付
、
為
御
注
進
書
附
指
上
申
候
。
以
上
。

享
保
廿
年

庄
屋
二
人

卯
十
月

与
頭
六
人

此
書
附
同
十
四
日

二
庄
屋
藤
左
衛
門
、
与
頭

三
郎
右
衛
門
持
参

上

ル

御
郡
内
御
三
人
様
へ

一
通

御
船
□
様
へ

一
通

こ
れ
に
よ

っ
て
、
法
専
寺
と
善
行
寺
の
問
題
は
、
両
寺
間
の
問
題
で

は
無
く
な

っ
て
し

ま
っ
た

の
で
あ

る
。

こ
の
後
、
13
頁
か
ら
27
頁
ま

で
、
先
奥

百
姓
半
次
郎
と
、
高
須
百
姓
七
郎
兵
衛
が
、
門
徒

の
代
表
と

し
て
、
郡
奉
行
ま
で
出
向
い
た
事
が
記
さ
れ

て
い
る
。
郡
奉
行
の
指
示

は
、
導
師
は
法
専
寺
が
行
い
、
門
徒
衆
は

「
右
弐
ケ
寺
出
会
之
儀

二
付

と
や
か
く
」
申
す
者
の
無

い
様
に
と
言
う
も

の
で
あ

っ
た
。

そ
の
後
は
、
差
出
人
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
善
行
寺

へ
宛
て
た
書

付
で
。
…
…
一
右

(善
行
寺
)
以
悪
心
新
法
企
候
…
…

(中
略
)
…
…
以
御
慈
悲
今

度
押
込
ミ
隠
居
被
仰
付
候
間
可
得
其
意
候
。
門
外
法
用
者
、
不
及
申
、
自
分

之
寺
二
而
も
、
差
出
法
用
等
、
皆
相
勤
申
間
鋪
候
、
勿
論
、
法
専
寺
儀

ハ
、

古
来
勤
来
候
通
、
相
勤
候
様
二、
被
仰
付
候
問
、
可
得
其
意
候
。…
(後
略
)

と
な

っ
て
お
り
、
善
行
寺

へ
は
押
込
隠
居
、

法
専
寺

へ
は

一
切
の
ペ
ナ

ル
テ
ィ
ー
は
無
い
旨
を
記
し
て
い
る
。

三

こ
の
史
料
が
書
か
れ
た
年
代
は
、
宝
永
六
年
、
享
保
廿
年
十
月
廿
四

日
、

同
十
月
、

享
保
十

一
年
四
月
十
日
、

同
四
月
十
五
日
、

同
十
二

月
、
同
極
月
七
日
、
に
書
か
れ
た
、
書
簡
を
、
写
し
た
の
ち
、
さ
ら
に

一
冊

に
綴

っ
て
い
る
と
言
う
形
式
を
取

っ
て

い
る
。
そ
の
た
め
、
正
確

な
日
付
は
判
ら
な
い
が
、
文
書

の
性
格
か
ら
、
享
保
廿

一
年
極
月
七
日

か
ら
さ
ほ
ど
離
れ
て
い
な
い
時
期
に
控
え
た
と
推
測
で
き
る
。

こ
の
享
保
†

一
年
と
は
ど
の
様
な
年
代
で
あ

っ
た
の
か
を
考
察
す
る

と
、
寺
檀
関
係
が
、
中
世
的
な
法
縁
関
係
か
ら
、
地
縁
的
な
関
係

へ
と

移
り
変
わ

っ
て
行
く
過
程
の
年
代
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
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三

明
暦
年
間
中
に
施
行
さ
れ
た
寺
請
制
度
は
、
住
民
個
人
の
信
仰
活
動

を
尊
重

せ
ず
、
寺
請
手
形
を
発
行
す
る
、
い
ず
れ
か
の
寺
院
と
寺
檀
関

係
を
結
ば
ざ
る
を
得
な
く
な
る
様
に
規
定
し
た
。
こ
れ
に
依

っ
て
、
信

者
の
改

宗
や
、
他

の
寺
院
と
の
宗
教
活
動
は
著
し
く
困
難
と
な

っ
た
の

で
あ
る
。

こ
の
文
書
の
書
か
れ
た
年
代
は
、
寺
請
制
度
の
施
行
か
ら
、
凡
そ
、

八
十
年

の
歳
月
を
数
え
る
わ
け
で
あ
る
が
、
此
間
、
民
衆
の
信
仰
活
動

も
、
遠
く

の
本
山
よ
り
も
近
く
の
檀
那
寺

へ
と
意
識
を
変
化
さ
せ
て
行

く
事
は
想
像
に
難
く
な
い
。
そ
の
環
境
の
中
で
、
安
芸
門
徒
が
善
行
寺

の
側
を
支
持
し
て
い
た
事
に
留
意
し
て
お
き
た
い
。

四

次
に

「仏
護
寺

・
十
二
坊
の
紛
議
」
と
言
わ
れ
る
事
件
を
背
景
と
し

て
掲
げ

た
い
。
こ
の
事
件
の
仔
細

は
、
『
新
修
広
島
市
史
』
収
録

の
、

『
知
新
集
』
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。

元
禄
十
四
年
、

つ
ま
り
、
『
善
行
寺

一
件
』

の
三
十
年
前
に
あ
た
る
、

広
島
藩

は
、
各
宗
寺
院
及
び
塔
頭
が
、
宗
門
改

の
際
に
、
寺
社
町
奉
行

所
宗
門
改

帳
に
連
印
し
て
い
た
旧
習
を
や
め
、
本
寺
の
み
の
捺
印
に
簡

素
化
す

る
旨
を
達
た
。

こ
れ
に
拠

っ
て
、
各
宗
寺
院
の
本
未
関
係
を
正

す
と
言
う
狙
い
も
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
十
二
坊

と
呼
ば
れ

る
、
光
福
寺
を
初
め
と
す
る
十
二

ヶ
寺
は
、
反
対
態
度
を
明

ら
か
に
し
、
円
龍
寺

・
善
正
寺

・
超
専
坊
の
三
僧
を
総
代
と
し
て
、
旧

来
の
連
印
を
認
め
る
様
願
い
出
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
寺
社
奉
行
は

三
僧
を
逮
捕
、
拘
禁
し
、
他
の
十
二
坊
に
つ
い
て
も
閉
門
、
遠
慮
を
命

じ
た
。
仏
護
寺
と
本
末
関
係
に
あ
る
京
都
興
正
寺
は
、
こ
の
事
態
を
重

視
し
、
翌
年
三
月
、
藩
主
浅
野
綱
長
に
直
談
判
を
願
い
出
た
。
綱
長
は

此
を
受
け
、
十
二
坊
の
改
帖
連
印
が
認
め
ら
れ
た
。

し
か
し
、
此
件
に
よ
っ
て
十
二
坊
と
仏
護
寺
の
関
係
は
悪
化
し
、
仏

護
寺
は
経
済
的
に
困
難
な
立
場

へ
と
追

い
込
ま
れ
た
。
元
禄
十
六
年
十

二
月
、
藩
は
十
二
坊
に
対
し
て
、
仏
護
寺

に
上
納
米

・
銀
を
納
め
る
旨

を
勧
告
し
た
が
、
十
二
坊
は
拒
否
、
藩
の
態
度
を
硬
化
さ
せ
た
上
に
住

職
ら
が
領
外

へ
退
去
す
る
と
言
う
事
態
に
発
展
し
た
。
翌
年
、
ふ
た
た

び
京
都
興
正
寺

の
仲
介
で
事
態
は
収
束
し
た
。
以
上
が

「仏
護
寺
十
二

坊
の
紛
議
」

の
顛
末
で
あ
る
。

五

此
様
な
時
代
背
景
を
踏
ま
え
た
上
で

『善
行
寺

一
件
』
を
み
る
と
、

法
専
寺
が
仏
護
寺
の
、
善
行
寺
が
十
二
坊

の

一
つ
で
あ
る
光
福
寺
の
末

寺
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
事
態
の
解
決
後
三
十
年

の
年
月
を
経
て
も
尚
対

立
は
続
い
て
お
り
、
又
、
門
徒
衆
は
十
二
坊
側
、
つ
ま
り
、
依
然
法
縁

的
な
関
係
を
重
視
す
る
立
場
に
在

っ
た
事
に
、
さ
ほ
ど
の
変
化
は
み
ら

れ
な
い
と
推
測
で
き
る
。

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉

近
世
、
真
宗
、
安
芸
門
徒

(立
正
大
学
大
学
院
)
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